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寄生蜂とは捕食寄生蜂 (捕食寄生者) (        ) のことで, 寄主 (    )
を摂食し最終的には殺してしまうハチ (ハチ目) の仲間であり, 寄主を殺すこ
となく養分を一部摂食して生きている寄生者 (       ) とは区別しなければ








ればならないという制約を受ける. このように寄主の生物量 (      ) をハ
チの栄養資源として考えた場合, ハチは次の２種類に分類することもできる.
ハチが産卵する際に寄主を永久麻酔するか殺傷してしまう仲間をイデオビオン
ト (       ) と呼び, 寄主を殺さず生かしたまま栄養分を摂食する仲間を
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ぬことはない. また, ハチが寄生した寄主 (被寄生寄主) は未寄生寄主と同じ
ように餌を摂食するため, ハチにとっての栄養資源量は, 産卵時の奇主の生物
量に摂食によって増加した生物量を加えた総量に相当する. 多寄生蜂であるカ
リヤサムライコマユバチ (             ) は１匹の寄主アワヨトウ
(               ) の体内に平均   個の卵を産み付ける (     ). 卵
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されていないため, 自己複製して増殖することはない (    ら     ). ただ
し, 寄主を生理的に制御するためのタンパク質や酵素をコードする遺伝子は持っ
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上下の腸壁が完全に融合することにより腸腔が閉塞し, 固形物等の食物が入っ
てこない (     ). よって１齢幼虫は口から食物を摂食しないことが予想さ







ていたが, 腸や腸内は染まっていなかった (      ). ２齢幼虫についても
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また, ふ化後の１齢幼虫を昆虫細胞培養用の培地       を使って温度  ℃, 日長  時間明期 時間暗期にて無菌培養したところ, この培地に含まれ
る低分子トレハロースを吸収して (    ), 培養後 日目には約 倍の大きさ
まで成長した (    ). これらのことより, １齢幼虫は寄主の体液を口から
吸収するのではなく, 尾胞から吸収して成長・発育することが示唆された.
また, 寄主の体液とハチの体液に含まれる遊離アミノ酸組成を比較するため
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